
ムがNAD(P)H酸化酵素の活性を抑制するモジュレーター

として作用することをこれまで明らかにしていることか

ら,この酵素活性-の有機ゲルマニウムの抑制作用のメ

カニズムを明 らかにすべ くカイネティックス解析

(Lineweムver-Burk,double-reciprocalplot)を行ったと

ころ,HAD(P)H酸化酵素に対して有機ゲルマニウムは非

競争阻害的モジュレーターとして作用した｡換言すれば,

NADPH没度に対するNADPH酸化酵素の KA,V.axおよび Ki

の値は,それぞれ 8.0pM,210.5pmol/min/mgprotein

およびLIM,一方NADHの濃度に対するNADH酸化酵素の札,

V.uxおよびK.の値はそれぞれ 9.5pM,.200.0pmol/Din/mg

proteinおよび4.0uMであった｡不良生活環境のサルに

I耳エサ-の有機ゲルマニウム添加は有効かもしれない｡

自由 29 チンパンジーおよびニホンザル乳幼児にお

けるカテゴリ化能力の発達研究

村井千寿子 (京都大 ･院･文)

チンパンジー乳児3個体(アユム･クレオ･パル)を対象と

して,対色物の｢形態｣という知覚的情報に基づいたカテゴリ

弁別にFR]する実験的調査を行った｡実験は,｢動物｣･｢家

具｣･r乗り物｣の3カテゴリの模型を刺激とし,被験児の刺激

対政物に対する注視を伴う接触時間を指標とした既知一新

奇弁別脱題を用いた｡慣化段階ではひとつのカテゴリ(例:動

物)からの刺激がひとつずつ4回連続呈示され,直後のテスト

段階においては慣化カテゴリの新奇刺激(動物)と新奇カテ

ゴリの刺激(例:乗り物)が1回対呈示された｡被験児が対象物

をカテゴリに基づいて知覚したならば,①慣化段階の進行に

伴う反応の減少②テスト段階における新奇カテゴリ対象物-

の巡好が予想される｡結果,被験児全体として①で示した反

応は見られなかったものの,②を示唆する結果が統計的に

布忠であった｡この結果は,少なくとも被験児が既知カテゴリ

の対蝕物と新奇カテゴリの対象物とを弁別していたことを示

唆する｡このことはチンパンジー乳児が,発達初期に対象物

の知覚的な情報に基づいてカテゴリ弁別を行う可能性を示

すものである｡

自由 30 ニホンザル胸腰部固有背筋の筋線維タイプ

構成の出生後の変化

′J､島龍平 (埼玉医大短大 ･理学療法)

免疫組織化学的手法を用いることにより,ホルマ.リ

ン固定 ･同長期保存標本においても筋線維タイプの同定

が可能なことが報告されている (JouffroyandMedina,

1996;Kojimaetal.2002)｡本研究では,この手法を用

いてニホンザル胎仔～乳仔の胸腰部固有背筋について筋

束構成および筋構築の記載および測定を行った同一の筋

について筋線維タイプ構成の検索を行うことを目的とす

る｡そのための基本的知見として胸部の腸肋筋と最長筋

について筋束構成を検索した結果を報告する｡対象は体

重405gの胎仔であった｡胸部の腸肋筋は第7至再椎の横突

起および全肋骨に停ヰ筋束を送るとともに,節 4肋骨を

除く第 3肋骨以下の全肋骨から起始筋束を受けていた｡

胸部の最長筋においては,第 2頚椎以下の全頚椎の横突

起,第 1肋骨以下の全肋骨に停止筋束を送っていた｡ま

た第2胸椎以下の高さでは同一の高さの肋骨 (外側筋束)

とともに胸椎横突起にも停止筋束を送っていた (内側筋

莱)｡これらの筋束はこの筋の表層をおおう臆膜を介して

腰 ･仙椎より起こっていた｡以上の所見はすでに記載を

行っていたニホンザル成体の筋束構成の所見と同様であ

った｡

自由 31 ニホンザルによる農作物被害防止用資材の

構造の検討

井上雅央 (奈良県果樹振興センター)

奈良県の鳥獣害対策プロジェクトチームで開発した

簡易猿害防止柵<猿落君>は,サルの学習程度にあわせ

て支柱やテグスネットを追加して機能向上を図り,資材

費を削減しつつ,野生ニホンザルの群れが集落や圃場を

エサ場と認識しなくなるまで農家の被害防止意欲を維持

することを目的としている｡2000年に行った高浜群を用

いた防止柵に対するサルの行動観察では,ネットの編み

目に手を差し入れてエサ片をとる行動や柵支柱を乗り越

える行動が繰 り返されたた｡そこで,網越しにエサを手

にいれることを防止するため,テグスネット (高さ 2.7

m)の下部 (地面から 1mまで)に目合いの細かい農業

用防風ネット (目合い 5mm)を柵の外側に合わせ張り●

した｡その結果,網を押して前進しエサに近付こうとす

る行動は見られたものの,防風ネットを咽ったり引き裂

くなどの行動は見られず,柵外からの食餌は阻止された｡

しかし防風ネット上端のロープを伝い,支柱登りを繰り

返して侵入する例が継続した｡この侵入行動は,0.05m

mの農業用ポリエチレンフィルムを防風ネットに合わせ

張りして視界を遮断することで大幅に減少した｡これら

の行動の変化は,栽培現場で柵の機能向上を継続した場

合に次々と猿害問題が解消している一因と推測された｡

自由32 前頭極の行動制御の研究

久保田競 ･原愛子

(日本福祉大 ･情報社会科学)

平成12年度から飼育訓練を行っている4頭のアカゲ･

ザルに,前頭運合野の働きを必須とすると思われる課題

を二つ組み合わせて複合課題 (一方を主,他方を副にす

る)として学習させ,前頭極にGABAa阻苔剤のビククリ
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ンを微丑を正接注入して,禎合課RiRC.こ対する形轡を観察

する｡前ql迎合野課題としては,従来から研究してニュ

ーロンメカニズムを熟知している,遅延反応と対称性強

化ゴーノーゴー反応を用いた｡そして,このどちらかを

主裸咽として行っている時に,もう一方の課題を副課題

として行わせた (主課題 10秒,別探題 5秒);どちらを

主現題にしても,複合議題の成桁は悪くなり,多動がひ

き起こされた｡この影弓削まビククリンの氏を増やすと,

成績の悪化は強くなり,多動も多くなった｡前頭極の注

入点によって,用いた前頭迎合野裸旧の成統悪化に敏感

なことがあった｡前頭連合野課題のみの遂行にはビクタ

リン注入は影響が無かった｡前頭極が前頭迎合野を必須

とする複合議題の遂行に重要であることが解った｡この

結果は 2002年の Scc.forNeuroscienceの第 32回

AnnualMeetingで発表する｡

自由 33 ニホンザルの生殖活動とレプチン分泌の関

連について

渡辺元 ･児嶋千尋 (東京農工大 .農 ･家畜生理)

･伊藤麻里子 ･滑水慶子 (京都大 ･霊長研)

レプチンは,白色脂肪細胞から分泌される 16kDaの

タンパク質で,摂食行動と体脂肪蓄積を調節するホルモ

ンとして知られている｡また,レプチンは生殖活動にお

いても重要な役割を担うこと認識されており,ウマやハ

ムスターなどの季節繁殖動物において,季節繁殖性とレ

プチンとの関わりが報告されている｡ニホンザルは実験

飼育下においても明瞭な季節繁殖性を示す唯一のマカク

であり,その年の繁殖期に発情が周期的に回帰し,妊娠

が成立するには,個体の栄養状態が深く関わっているこ

とが明らかにされてきた｡そこで,本研究では,雌ニホ

ンザルを各月毎に一年間採血し,血中レプチン濃度を,

ヒト用レプチンRIAキットを用いて測定し,季節変化が

観察されるか調べた｡また,併せて妊娠期における血中

レプチン損度の推移を調べ,分娩後に採取した胎盤を用

いて免疫組按化学的検索によりレプチンの局在を調べた｡

非妊娠個体の年間サンプルでは,血中レプチン濃度

は4月に向けて上昇し,12月に向けて低下する傾向が認

められ,4月の洗度は,12月の淡度よりも有忠に市債を

示した｡一方,妊娠和における血中レプチン澱皮は,妊

娠初期から後期にかけて上昇し,妊娠後期には非妊娠期

の50倍のレベルに達し,分娩彼は急激な低下を示した｡

胎盤の免疫組織化学的検索により,合胞体性栄養膜細胞

にレプチンの局在が認められた｡

これらのことから,1)非妊娠個体では血中レプチン

渋皮に季節的な変動が認められること,2)妊娠期におけ

る茶碗皮のレプチンは,主に胎盤から分泌されているこ

とが明らかとなった｡

自由34 アカゲザルの配偶子培弟系と受精系の検討

入谷 明 ･細井英彦r(近畿大

･生物理工 ･迫伝子工学)

近年多くのサル類が生息地を追われ,その個体数は

減少の途をたどりつつある｡我々は,それらの種の保護

を積極的に行わねばならないと考え,配偶子おける生理

学的情報を集積すると共に,室内人工周年繁殖技術の開

発に取り組んできた｡特に希少種は利用できる個体も限

られており,配偶子の効率的利用は出伝子Pf掠保講のた

めにも盃要である｡

近 年 , 技 術 的 に は 体 外 受 柿 (Ⅰn vitro

fertilization)を基盤としたエンブリオロジーが発達し,

卵巣より回収された未成熟卵子の体外における発育,さ

らに体外成熟 ･体外受精により旺生産が可能になってき

たOサル類の研究においても,Wl微授穿刺こより受精卵や

産子を得ることが可能となっている｡そこで,我々は,

研究所から供給された卵典と糊鵜を迫伝資源として活用

すべく,既の生産を試みた｡ 本年度は.共同利用の

Macaca属サル類のサンプリング個体から和独を得て,柿

子の凍結保存による運動性の喪失を柾柘に検討した｡さ.

らに,過剰排卵処理したタイワンザルの卵狼より卵子を

回収し,40時間培弟した後,顕微授精を行った｡[結果]

回収した精子は,凍結誘拐後も良好な運動性を維持して

いた｡それらを凍結した結果.融解後の運動性回役は,

種による差は見られなかった｡ ただ,季節的には冬季の

ものが良好であった｡卵巣の迎粒と体外増額による結果

では,成熟率と顕微授精後の腔の発育は,移送しないデ

ータに比べ低率であった｡この結果,受粁卵を得ること

ができるが,今後,サンプルの移送と培養系システムの

改善を行う必要があると考えられた｡

自由 35 房総半島におけるニホンザル と外来種の混

血に関する研究

萩原光 (房総のサル管理調査会)

千井県房総半島のニホンザル個体群生息地(以後去

要個体群生息地と省略)から約 20km離れた半島の南矧 こ

位位する館山市 ･白浜町で,1995年以降,外来種の形態

特徴 (長尾)をもつ個体を含む一群 (96頭以上)(以後

白浜群と省略)の存在が明らかになっている｡1997年の

交尾期には白浜群の群れオスが主要個体群生息地を遊動

したことも報告されており,房総個体群のニホンザルが

外来種と交雑を起こしている可能性が疑われた｡その実

憶把握のために本年度遺伝的に実験分析を行ったので報

告する｡実験では地域別に2種類の異なるサンプルを使
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